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やました　よしのり（早苗町）やました　よしのり（早苗町）
本年４月から御前崎市消防団団長に就任。本年４月から御前崎市消防団団長に就任。
平成28年度には静岡県消防協会長勤続功労章（10年）を受章している。平成28年度には静岡県消防協会長勤続功労章（10年）を受章している。
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さ
ん
さ
ん

御
前
崎
市
消
防
団
の
団
長
に
就
任

こ
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
が
守
る

現
在
、
御
前
崎
市
消
防
団
に
は

２
９
９
人
が
在
籍
し
て
お
り
、
地

域
防
災
の
要
と
し
て
平
常
時
・
緊

急
時
を
問
わ
ず
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
市
民
の
安
全
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
。

本
年
、４
月
か
ら
山
下
芳
則
さ

ん
が
新
た
に
団
長
に
就
任
し
た
。

山
下
団
長
は
平
成
16
年
４
月
に
消

防
団
へ
入
団
し
、
分
団
長
、
本
部

長
を
歴
任
。
平
成
28
年
度
か
ら
は

副
団
長
と
し
て
団
長
を
支
え
て
き

た
。
山
下
団
長
は「
私
た
ち
が
消

防
団
活
動
に
お
い
て
重
要
視
し
て

い
る
こ
と
は
、
地
域
防
災
の
中
核

的
存
在
と
し
て『
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う

郷
土
愛
の
精
神
を
も
つ
こ
と
で

す
。
ま
た
、市
民
の
皆
さ
ま
の『
安

全
で
安
心
な
暮
ら
し
』
を
支
え
る

こ
と
で
す
」と
話
す
。

消
防
団
員
の
活
動
内
容
は
火
災

出
動
だ
け
で
は
な
い
。
近
年
増
加

傾
向
に
あ
る
地
震
や
風
水
害
と

い
っ
た
大
規
模
災
害
へ
の
出
動
、

火
災
予
防
の
啓
発
活
動
、
地
域
防

災
訓
練
な
ど
へ
の
参
加
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
安

全
・
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
山

下
団
長
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
は
、
組
織
の
充
実
・
強
化
を

図
り
、
消
防
団
を
さ
ら
に
強
固
な

組
織
に
す
る
こ
と
だ
。

団
員
の
た
め
の
強
固
な
組
織
づ
く
り

消
防
団
員
は
現
在
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
訓
練
な

ど
の
消
防
団
活
動
を
十
分
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
中
、

火
災
や
風
水
害
が
発
生
し
た
時
に

備
え
て
危
機
管
理
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

山
下
団
長
は「
私
た
ち
は
コ
ロ

ナ
禍
と
い
え
ど
、
日
々
の
消
防
団

活
動
に『
新
し
い
生
活
様
式
』を
取

り
入
れ
、
短
時
間
か
つ
少
人
数
で

の
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
地
域
の
た
め
に
入
団
し
て

く
れ
た
団
員
が
活
動
し
や
す
く
、

団
員
を
応
援
し
て
く
れ
る
ご
家
族

が
安
心
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
尽

力
す
る
こ
と
が
責
務
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
団
員
か
ら
感
染
者
や
け

が
人
を
一
人
も
出
さ
な
い
よ
う
、

今
後
も
安
全
管
理
を
徹
底
し
て
い

き
ま
す
」と
力
を
込
め
る
。　

御
前
崎
市
消
防
団
は
い
ま
、
大

規
模
災
害
や
感
染
症
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
山
下
団
長
が
先

頭
に
立
ち
、『
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う
精
神

の
下
、
御
前
崎
市
の
安
心
と
安
全

を
守
る
。
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